
令和２年夏期(７～８月の２か月間)における水難
✓ 発生件数 504件 （前年対比 ＋43件）

✓ 水難者 616人 （前年対比 ＋22人）

✓ うち死者・行方不明者 262人 （前年対比 ＋23人）
〇海：114人≪-7≫
〇河川112人≪＋20≫
〇湖沼池11人≪＋１≫
〇用水路20人≪＋11≫
〇プール2人≪‐3≫／その他3人≪＋1≫）※≪前年比≫

このうち、中学生以下の子どもは
✓ 発生件数※ 60件 ※子どもの水難発生件数は、水難者が子どものみの場合。

✓ 水難者 101人 うち死者・行方不明者 16人 （前年対比 ＋２人）

過去５年間の夏期における水難発生状況をみると、発生件数、

水難者数とも平成 28年を境に減少していたが、今年は増加に転じた。

→来夏に向けた『溺水事故予防の具体的な発信、WS教育が必要』

令和２年 夏期における水難の概況
警察庁生活安全局生活安全企画課より抜粋

ライフセーバーによる救助の実態≪年間2,000～3,000人≫

海水浴場における年齢別の救助人数によると、
20歳から24歳が一番多い。小学生の年齢期から
非常に増える傾向がある。水に慣れてきた頃
からは、大人による十分な注意が必要。

×

ICTの活用によって「主体的・対話的な深い学び」を目指すアクティブ・ラーニングも可能

「知識」の理解を基に「技能」を身に付け、
「技能」を身に付けることで一層のその「理解」を深める

命を守り合うための学び
～自助、共助へ～

≪要旨≫
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日本は海岸線の長さが世界で6番目に長い，海に囲まれた国です．そのため，泳げなければ命を落として
しまうような危機に直面する可能性があります．このように“サバイバル”という視点で考えたとき，水泳
の技能はすべての子どもたちが習得すべき能力の一つであるといえると思います．それを保障するのは，
公教育の役割ではないでしょうか．

スポーツ庁長官 鈴木大地（体育科教育2017 7月号より一部抜粋）

これまでは高学年の指導内容が泳法（泳力向上）に絞られるという課題がありました．そこで，「安全確
保につながる運動」を加えることによって，続けて長く浮いていることも身に付けるべき能力の一つだと
捉えることができるようにしました．導入の背景には，国内外での水難事故もあります．水難事故に遭っ
た際には，呼吸を確保し浮いていることが命をつなぐために大変重要であるということを，小学校のうち
から知っておく必要があります．

スポーツ庁政策課 教科調査官 高田彬成（体育科教育2017 7月号より一部抜粋）

「浮き身」や「着衣泳」は、水辺の危険に遭遇した後の対処の
体験であり、大切なことは事故を回避できる知恵と、水辺環境を
想定した正しい知識“そなえ”と行動を身に付けることである

～事故を未然に防ぐ、
本当の未然は「教育」にある～

新しい学習指導要領全面実施 小学校2020年度～
高学年に「安全確保につながる運動」が新設

スポーツ庁 鈴木大地長官との意見交換会 2020年2月
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新学習指導要領「水泳領域」



２、これからの「学び」のビジョン （学習指導要領改訂と今後の体育科教育において求められる視点）

①「活動あって学びなし」の状況や「教え込み」にならないバランスが重要

②ICT（情報通信技術）の活用によって「主体的・対話的な深い学び」を目指すアクティブ・ラーニングが期待されている

③「知識」の理解を基に運動の「技能」を身に付け、運動の「技能」を身に付けることで一層のその「理解」を深める

「水泳」授業における課題

※平成29年版 学習指導要領改訂のポイント 小学校・中学校 体育・保健体育（明治図書）より、抜粋

１、現在の課題

①天候に左右されやすいことから授業計画が立てずらい。入水できたときも自由遊びの時間をとることも

②泳法指導が主となっている。また児童生徒における水泳技能の二極化や安全対策もあり、水泳授業は負担が重い

③「水泳の事故防止に関する心得」や、「健康・安全を確保すること」については、明確な指導書はなく、取扱いも薄い

※「JLA BLS、WS」教員研修、ならびに東京都中学校高等学校私立協会研修におけるヒアリングより
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主体的、対話的学びを深める 水辺の安全ICT教材の始動

2020年10月23日、自見はなこ議員のご紹介により、
文部科学副大臣田野瀬太道議員と面会の機会を賜り、
同月30日付けで文部科学省のホームページにある『子ど
もの学び応援サイト』 ～学習支援コンテンツポータル
サイト～ 小学校「体育」、中学校「保健体育」の中で、
e-Lifesavingを紹介いただきました。
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index_0
0001.htm

ページ内＞学校の教科等を学ぶ から ＞小学校＞体育 または ＞中学校＞保健体育

※写真：中央が田野瀬太道副大臣。左から吉川優子代表理事（一般社団法人吉川慎之介記念基金），松本貴行（JLA副理事長），佐藤洋二郎（JLA事務局），自見はなこ議員
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https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index_00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index_00001.htm


2020年４月 完成
助成：日本財団
制作協力：学研みらい

自助、共助への教育展開

※9月30日時点 246,784 PV
29,833ユーザー 5



Site＆Character

みんなと一緒に学んでいくよ！e-Lifesaving
トップページ https://elearning.jla-lifesaving.or.jp/

JLAサイト
トップページからリンクしています
https://jla-lifesaving.or.jp/
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完全無料！
学びのWEBサイト

https://elearning.jla-lifesaving.or.jp/
https://jla-lifesaving.or.jp/


プール活動の事前指導として活用。
事故を未然に防ぐことの思考を育てる。

★新学習指導要領

小「水泳運動の心得」
中「健康、安全の心得」

プール編
パトちゃん

全10項目 全８項目 全９項目

プールに入る前に… 水に入ったら… プールの用具、道具

１、事前学習

～ライフセーバーが監視救助活動をする中で、起こりやすい事象を取りまとめたもの～

プール授業の前のガイダンスとして利用できる！
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起こり得るリスクから、実践的な回
避方法を学び、海岸利用における安
全の自立を目指すことがねらい

※学習指導要領「水辺活動」

海 編 ～海水浴用場における安全の心構えを身に付けよう～
パトちゃん

想定（設定）されているリスクは全１６項目
～ライフセーバーが監視救助活動をする中で、起こりやすい事象を取りまとめたもの～

１、事前学習
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起こり得るリスクから、実践的な回
避方法を学び、海岸利用における安
全の自立を目指すことがねらい

※学習指導要領「水辺活動」

川 編

パトちゃん 想定（設定）されているリスクは全１６項目
～制作協力：公益財団法人 河川財団～

１、事前学習

～川における安全の心構えを身に付けよう～
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「海でのできごと」 パトちゃん

ある日、小学生達が放課後に桟橋で釣り
を楽しんでいました。桟橋の奥には大学
生2人がいます。今日はなかなか釣れま
せん。そこへ女の子が遅れて様子を見に
やってきました。

はやと君は桟橋から魚の
影を追って網で捕まえよ
うとします。夢中になっ
て追いかけるあまり海へ
落ちてしまいます。

桟橋では、はやと君を助
けようと、学校で習った
“ペットボトル救助”等を
試みますが、うまくいき
ません。

女の子は走ってライフ
セーバーに伝えに行きま
す。2人のライフセー
バーは、はやと君と大学
生の救助に向かいます。

桟橋にいた大学生の正し
い“ペットボトル救助”に
はやと君は助けられます
が、今度はもう一人のラ
イフジャケットを着た大
学生が…

２、動画で考えよう ～あらすじ～ まずは6分19秒
の動画を通して
見てみよう！
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パトちゃん「海でのできごと」
２、動画で考えよう ～設問と解説～

次に2つ目の動画を見てみよう。
同じ動画の中に11の設問があるよ。
考えたり、意見を出し合ったりした
後は、解説を見て学びを深めよう！

※動画を流していると自動で設問がでてきます。
適時、停止、再生ボタンを押しながらご活用下さい。
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パトちゃん

「話し合ってみよう」
２、動画で考えよう ～発展～

「海でのできごと」を
見て学んだことを参考
にして、話し合いをし
てみよう。

海で遊ぶ上での
“そなえ”となる実践的
な知識を身に付けるた
めには、想像すること
や他の人の経験談を聴
くことも大切だよ！
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助かる＆助けるテクニック

「助かるテクニック」で
は、15点の動画が解説付
きで見れるよ！
「Swim&Survive」の
具体的な方法をまずは頭
でイメージすることが大
切なんだ。

水の中の様子もわかる
から、是非実技で挑戦し
てみてね！

３、実せん動画集 水辺での安全テクニックや溺れないため
の方法を動画を通じて理解を深める。

★新学習指導要領
小「安全確保につながる運動」
中「水辺の事故防止に関する心得」
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助かる＆助けるテクニック

「助けるテクニック」では、
６点の動画が解説付きで見れ
るよ！

万が一、溺れている人を発見
した時、水の中に入らないで
助けることが鉄則。ライフ
セーバーの救助技術の中から、
みんなにも知っておいてもら
いたいことを選んで紹介して
いるんだ。

３、実せん動画集 水辺での安全テクニックや溺れないため
の方法を動画を通じて理解を深める。

★新学習指導要領
小「安全確保につながる運動」
中「水辺の事故防止に関する心得」
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プールや海における安全に関する知識や、
事故防止策を軸としたクイズだよ。
今までの学びを確認しながら、新しい知識
も得られるから、是非挑戦してみてね！

４、クイズ！水辺の安全って？

10問正解すると・・・
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【動画集】
このコンテンツにある動画のすべてに加え、「安全な
プール活動」が追加されています。動画集を利用する
ことで、復習がスムーズに行えます。

【指導案】
指導される方がプログラムを構築する上で参考とな
るウォーターセーフティの指導案がPDFで引き出せ
るようになっています。主に小学校や中学校の水泳
授業などで活用できます。

①ビート板クルージング
②ライフジャケット
③浮き方とライフセービングバックストローク
④着衣泳体験と着衣浮き
⑤ペットボトル浮きと水に入らない救助法（スロー）

【その他資料】
ライフセービングに関連する資料、資格のことについ
てやテキスト、動画などがラインナップしてあります。
子ども達の理解をさらに深めることができます。

【ワークシート】
主に「事前学習 プールに入る前に…」や「動画で考
えよう！ 海でのできごと」で活用できるワークシー
トがPDFで引き出せるようになっています。子ども
達が理解しながら書いていくことで、学びを深め、記
録（記憶）として残すことができます。
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※水辺の尊さとその安全についての願いを
メッセージとしてお寄せいただきました。

指導される大人の方々の心構えやモチベー
ションとして、大変学び深いものです。今
後もさらにその輪を広げていきたいと考え
ております。

17



今後の展開と課題 ：子供たちへの水辺の安全教育プログラムの推進（ICT教材）

１、神奈川県との包括協定（配布、告知）
✓ 神奈川県小学校 855校 神奈川県中学校 410校

２、学校教育での展開を目指して
✓ 文部科学省、スポーツ庁HP等での周知（47都道府県教育委員会へ）

✓ e-Lifesavingのコンテンツ拡充（離岸流、心肺蘇生、応急手当、防災）

横断的な学びの促進、公的救助機関連携による制作
✓ 副読本、指導書へQRコード掲載（2021年度以降へ向けて調整中）

「学研」小学校シェア25％ 4973校／19892校中
「学研」中学校シェア40％ 4108校／10270校中

３、広告、ネット配信、オンライン授業
✓ 各種メディア発信、オンラインセミナーへの対応も

４、スイミングクラブ連携促進（2020年8月実施予定）

✓ アクラブ（堀之内、藤沢、調布、八王子、稲城）WSイベント

５、JLAジュニア指導へ（50クラブ／136クラブ中）

１ 2 2

３ ３３

４ ５

２
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